
資料⑤

ロジックツリー 【柱１】郷づくり推進事業交付金のあり方

①交付金が

使いづらい

制約が多い

会計処理ルールが

細かい

市が強く関与する

仕組み

団体監査等に備え

公正な執行を確保

使途に制限を

設けている
同上 同上

100万超の余剰金は

返還が必要

積立制度が無い
導入を先送りに

している
ニーズが不明瞭

収入を得ても

余剰金に合算

収益事業を解禁

していない

税務手続き等の

事務が負担

知識がなくやり方

が分からない



ロジックツリー 【柱１】郷づくり推進事業交付金のあり方

②自治会への予算

配分が難しい

協議会優位には

配分しづらい

自治会の方が歴史が長

い

地域予算制度が浸透し

ていない
制度の共有不足

予算折衝の負担が

大きい

双方の役員交代により

折衝の継続が難しい
経過の共有不足

自治会に納得して

もらえない

地域予算制度が浸透し

ていない
制度の共有不足



ロジックツリー 【柱１】郷づくり推進事業交付金のあり方

③一人当たりの交付

金の地域格差が大き

い

配分額が頭打ちに

なっている

人口増加に伴う見直

しをしていない

根本的な基準の見直

しをしていない

方法が見出せていな

い

「一人当たりの交付

金」という考え方で

算定していない

市民全員にいきわた

るような事業を想定

していない



ロジックツリー 【柱１】郷づくり推進事業交付金のあり方

④協議会の努力で得た

収入が余剰金に合算

される

収益事業を解禁して

いない

税務手続き等の事務が

負担

知識がなくやり方

が分からない



ロジックツリー 【柱２】郷づくり交流センター等の拠点のあり方

➀センターの利便性が

低い

貸出しに関する制約が

多い

利用者が限定されて

いる

一般は時間外の利用が

できない

郷づくりが認める団体

と認識されていない

現状条例第３条該当団

体としての利用が自治

会しかない

協議会が認める団体も

利用可能という認識が

共有できていない

利用料の支払いが

金融機関のみ

市職員が常駐して

いない

指定管理を導入して

いない

予約に手間がかかる

予約方法が複雑化して

いる

時間外はオンライン

予約が利用できない

オンラインシステム上

の制約がある

施設の利用時間や団体

によって予約方法が異

なる

オンライン予約を利用

する人が少ない

オンライン予約が

普及していない
周知が足りない

営利目的での利用が

できない

条例第5条（利用の制

限）第1号で利用を許可

していない



ロジックツリー 【柱２】郷づくり交流センター等の拠点のあり方

②センターの使い勝手

が悪い

飲酒ができない

管理運営の手引き上の

「地域自治活動にそぐ

わない利用」に該当

調理室がない
建物のスペースに

制約がある

演奏など、大きな音が

出せない

建物が防音仕様と

なっていない



ロジックツリー 【柱２】郷づくり交流センター等の拠点のあり方

③センターの活動スペース

が足りない

会議室が狭いセンターが

ある

一拠点で地域活動の全てを担うと

いうものではなく、地域内の公共

施設を結び付け、機能を相互に補

完する複合的な活用を視野に入れ

た施設としている

（郷づくり拠点整備方針）

会議室が少ない 同上



ロジックツリー 【柱２】郷づくり交流センター等の拠点のあり方

④活動拠点の認知度が

低い

郷づくりの拠点である

ことを知らない

郷づくりの認知度が

低い

郷づくりという言葉を

知らない
周知が足りない

郷づくりがどんな役割

を担っているのか知ら

ない

郷づくりの役割が分か

る市民向けの資料がな

い

関わりしろがない

郷づくりが主催の

イベントを知らない

周知が足りない

若い人や子育て世代が

来れる時間に開催され

ていない

近寄りがたい

何をやっているか

明確でない

関わったら大変そうと

いうイメージがある

拠点の存在を知らない 拠点に行く機会がない

若い人や子育て世代が

行ける日に開館してい

ない



ロジックツリー 【柱３】人財育成・確保

①メンバーの高齢化

と固定化が進んでい

る

メンバーの交代がう

まく行っていない

交代できるメンバー

が育っていない

交代できるメンバー

の候補者がいない

候補者を見つける手

段に行き詰っている

メンバーを育てる仕

組みがない（機能し

ていない）

協議会だけでの取組

みには限界がある

メンバーによっては

交代を意識していな

い

将来のメンバーを意

識した活動まで手が

回っていない

メンバー受入れの

環境が整っていない

整える必要性を認識

しているが実行でき

ていない

やり方が分からない

整える必要性が認識

されていない

環境を整える必要性

に気付いていない

整える必要性を認識

しているが何をして

いいか分からない

必要なことが

分かっていない



ロジックツリー 【柱３】人財育成・確保

②現役世代や子育て世

代が活動者として十分

に参画していない

活動を知らない

活動の情報が届かない

（見ていない）

活動に関わる機会が無

い

どの活動が郷づくりや

自治会の取組みなのか

分からない

活動に興味が無い

現役世代や子育て世代

が主体的に関わりたく

なる取り組みが少ない

活動に参画できない

時間が合わない

参画する負担が大きい

全く余裕が無い



ロジックツリー 【柱３】人財育成・確保

③企画運営でき

る人財が少ない

人財を育成して

いない

育成方法が

分からない

育成する余力が

ない

人財育成がうま

く行ってない

育成方法が

行き詰っている

人財が流出して

いる

役員が任期で

交代する

人財を見つけら

れない

人財を見つける

仕組みが無い

つながりが無い

人材不足に

気づいていない

企画・運営に

支障がない



ロジックツリー 【柱４】市の関わり方

①市が地域に求める

役割が不明確

協議会の位置づけや

役割が浸透していな

い

職員が知らない 学ぶ機会が不足

地域が知らない 周知不足

双方が話し合って

いない
対話の機会が不足



ロジックツリー 【柱４】市の関わり方

②地域との対話の機

会が限定的である

必要性を感じて

いない

必要性を学ぶ機会が

不足

対話が難しい
対話のルールを共有

していない

一方的な内容（依

頼・説明）が多い

郷づくりの状況を

理解していない
学ぶ機会が不足



ロジックツリー 【柱４】市の関わり方

③地域担当職員の

位置づけが不明確

地域と共有・検討

できていない

機会を設けて

いない

必要がない
課題が見えて

いない

優先度が低い

課題が見えて

いない

一応稼働している



ロジックツリー 【柱４】市の関わり方

④情報や助言が不足

している

伴走支援できて

いない

伴走支援の必要性を

理解していない

郷づくりの状況が

理解できていない
学ぶ機会が不足

伴走支援の仕方が

分からない
学ぶ機会が不足

必要とされる情報が

分からない

郷づくりのニーズが

理解できていない



ロジックツリー 【柱５】その他

①郷づくりの認知度

が低い

周知不足

媒体が不足している
更新の手間を考えて

導入を躊躇している

周知頻度が少ない
事務量の増加を気に

して抑えている

興味が無い
周知方法に工夫が

足りない



ロジックツリー 【柱５】その他

②自治会への加入者が

減少している

自治会加入に至ってい

ない

勧誘されていない 把握が漏れている

多忙ですれ違っている

加入を断った

必要性を感じない
自治会に入っていなく

ても生活できる

役員になりたくない

大変さや負担感が

目立つ

責任を負いたくない

近所付き合いが苦手
対面でのやり取りは避

けたい

不信感がある 透明性が低い

自治会を脱会している

必要性を感じない

ため脱会

負担感による脱会

自治会員の役目が

できず脱会

必要性は理解している

が理由があって脱会


